
スリムタイプ
　シングルスライダ仕様：RCL-SA1L、SA2L 、SA3L
ロングストロークタイプ
　シングルスライダ仕様：RCL-SA4L、SA5L 、SA6L
　ダブルスライダ仕様　：RCL-SM4L、SM5L、SM6L
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お使いになる前に

このたびは、当社の製品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。

安全にご使用頂くために、本取扱説明書を必ずお読み頂き、正しくご使用頂きますようにお願い致します。

本取扱説明書およびコントローラ取扱説明書に記載していないお取扱いおよび操作方法に関しては出来な

いものと考え、行なわないでください。

【対象機種】

マイクロスライダ

スリムタイプ　シングルスライダ仕様

・ＲＣＬ－ＳＡ１Ｌ

・ＲＣＬ－ＳＡ２Ｌ

・ＲＣＬ－ＳＡ３Ｌ

ロングストロークタイプ　シングルスライダ仕様

・ＲＣＬ－ＳＡ４Ｌ

・ＲＣＬ－ＳＡ５Ｌ

・ＲＣＬ－ＳＡ６Ｌ

ロングストロークタイプ　ダブルスライダ仕様

・ＲＣＬ－ＳＭ４Ｌ

・ＲＣＬ－ＳＭ５Ｌ

・ＲＣＬ－ＳＭ６Ｌ

・ 本取扱説明書の内容の一部または全部を無断で複写、複製、転写することは固くお断りします。

・ 本取扱説明書の内容は、改良のため予告なしに変更することがありますので、予めご了承く

ださい。

・ 本取扱説明書の内容については万全を期していますが、万一誤りやお気付きの点がありまし

たら、ご連絡くださいますようお願いします。



コントローラの対応バージョンについて

マイクロスライダは、下表のコントローラのバージョン以降に対応しております。.

これより前のバージョンでは、動作しません。また、動く場合でも、押付け動作を行うときの押付け電流

値を大きくした場合、アクチュエータが発熱し故障する場合があります。.

これより前のバージョンのコントローラには、絶対に接続しないでください。.

コントローラのバージョンアップに付きましては、弊社にご相談ください。

ACON・RACONコントローラ

コントローラタイプ
バージョン

SA1L、SA2L、SA3L SA4L、SA5L、SA6L、SM4L、SM5L、SM6L

ACON-CY ／ SE／ PO／ PL V0012以降 V0016以降

RACON(ROBONET) V0012以降 V0016以降

ACON-C／ CG（DIO仕様） V0015以降 V0018以降

ACON-C／ CG（フィールドバス仕様） V0001以降 V0004以降

ASELコントローラ

コントローラタイプ
バージョン

SA1L、SA2L、SA3L SA4L、SA5L、SA6L、SM4L、SM5L、SM6L

ASEL V0.17以降 V0.18以降
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5..永久磁石についての注意事項

. 本アクチュエータは高性能希土類永久磁石を使用しております。このため、特にペースメーカなどの

医療器具を使用されている場合に、医療器具の誤作動の原因になる可能性がありますので、ペースメー

カ等、医療器具をご使用の場合には本製品の �0cm 以内に近づくことの無いようお願いいたします。

6.
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取扱い上の注意

1. 単体での取り扱い

アクチュエータ単体で運搬する場合には下記の事項に注意してください。

1.1　梱包状態での取扱い

特にご指定がない場合、出荷は単軸の場合は各軸毎に梱包しております。.

極力ぶつけたり落下せぬよう運搬取扱いには充分な配慮をお願い致します。.

. ・静置するときは水平状態としてください。

. ・梱包の上に乗らないでください。

. ・梱包が変形するような重い物、あるいは荷重の集中する品物を乗せないでください。

1.2　梱包から出した状態での取扱い

アクチュエータを梱包から出して取扱う際はベース部分を持って取り扱いください。

. ・持ち運びの際、ぶつけたり、落下させるなど衝撃や過大な力が加わらないよう注意して下さい。

. ・アクチュエータは、ケーブルを持って運搬したり、ケーブルを引っ張って移動させないようにしてく.

　ださい。

. ・カバーやステンレスシートを強く押したり、衝撃が加わらないようにしてください。カバーおよび内

　部部品が破損します。
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2.	 組付け状態での取扱い

アクチュエータの各軸を組み付けた状態で運搬する際は次のことに注意してください。

2.1	 弊社より組付けた状態での出荷の場合

組み付けをご指定いただいた機械は弊社にて組み付け後、出荷試験を行い、角材の土台に外枠

を打付けた梱包をしてお届けしております。

組合せアクチュエータがスライダタイプの場合は、梱包は運搬中にスライダが不用意に移動せ

ぬよう固定してあります。また組合せユニットのアクチュエータの場合、先端部が外部振動に

より大きく振れぬよう固定してあります。

・	この梱包は落下あるいは衝突による衝撃に耐えるための特別な配慮をしておりません。取

り扱いは慎重に行ってください。また外枠は上積み荷重には耐えられませんので、上に重

量物を乗せないでください。

・	ベルト等で吊り上げる場合は角材の土台下面の補強枠から支えてください。フォークで持

ち上げる場合も同様に角材の土台下面から持ち上げてください。

・	下ろす際には衝撃が加わらないように扱ってください。

2.2	 梱包から出した状態での取扱い

弊社より組付け状態で出荷した機械を開梱後運搬する場合は、以下の注意事項に従ってお取扱

いください。

・	運搬中にスライダが不用意に移動しないように固定してください。

・	アクチュエータの先端部が張り出している場合、外部振動により先端が大きく振れないよ

う適切な固定をしてください。先端を固定しない状態での運搬では０．３Ｇ以上の衝撃を加

えぬようにしてください。

・	アクチュエータを含む周辺機器をベルト等で吊り下げる際はアクチュエータ本体に直接ベ

ルトを掛けたり、ベルトが触れたりしないようにしてください。

・	ベルトは適切な緩衝材を使用して荷重をベース本体で受けるようにしてください。

・	Ｙ軸は先端を別のベルトで支え、安定した水平姿勢を保持するようにしてください。また

この時スクリューカバーに荷重が加わらぬように注意してください。

・	本体の各部ブラケット、カバー、あるいはコネクタボックスに負荷が掛からないようにし

てください。	

またケーブルが挟まれたり、無理な変形をしたりしないようにしてください。
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3.	 周辺機器と組付け状態での取扱い

御社にて組付けを行なった機械を、組付けたままで運搬する場合も[2.2　梱包から出した状

態での取扱い ]の注意事項に従ってお取扱いください。
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1. 各部の名称

アクチュエータ各部の名称を次に示します。

1.1　スリムタイプ　SA1L、SA2L、SA3L

1.2　ロングストロークタイプ　SA4L、SA5L、SA6L.
. SM4L、SM5L、SM6L

D

エンドカバー

ステンレスシート

エンドカバー

サイドカバー

スライダ

ケーブル

ベース

フロント

（反原点側）

リア

（原点側）



��

2. 外形図

2.1　スリムタイプ　シングルスライダ仕様

2.1.1　SA1L
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2.1.2　SA2L
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2.1.3　SA3L
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①②

L

③④

)52( )51( (30)

       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       

⑤ ロットNo.

型式銘

X

⑥

品番

1

2

品　　名 型　　番 メーカー

3

4

6

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

ｺﾝﾀｸﾄ

D-1100D 1-1827863-1(黒色,2.0mmﾋﾟｯﾁ,22極)

D-1 1827570-2(AWG22～18,1.08～1.6Φ)
ＡＭＰ

ｺﾝﾀｸﾄ SPND-001T-C0.5(AWG26～22,1.0～1.5Φ)

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ PADP-24V-1-S(白色,2.0mmﾋﾟｯﾁ,24極)

ﾀﾂﾀ電線ZUL2854-OHFRPCVVSW 25AWG×6P+25AWG×2C+22AWG×6C,TS08V0350

日本圧着端子
製造

5 ﾀﾂﾀ電線ｶﾌﾟﾗｶﾊﾞｰ TMS-4ZB008

ｱｸﾁｭｴｰﾀ側 
端子番号

ｺﾝﾄﾛｰﾗ側
端子番号

結線図

B1

5

6

2

③①

A3 4

3

A4 7

B4 8

21A11

19B10

B11 24

23

A9 20

B9 18

22

A10 17

A1 1

茶[Φ/A]( W )

黒[ΦA ]( U )

白[VMM] ( V )

赤[Φ/B]( - )

緑[ΦB ]( - )

黄[VMM]( - )

橙[LS+](BK+)

灰[LS-](BK-)

NC

黄(識別ﾃｰﾌﾟ)[GND](GND)

ｼｰﾙﾄﾞ[FG](FG)

NC

緑(識別ﾃｰﾌﾟ）[GNDLS](GNDLS)

赤（識別ﾃｰﾌﾟ）[VPS](VPS)

NC

白(識別ﾃｰﾌﾟ）[VCC](VCC)

A2

B2

B3

[PCON]（ACON）

A6 11

B6 12

A7 13

B7 14

A8 15

B8 16

白[  -  ]( A+ )

黄[  -  ]( A- )

赤[ A+ ]( B+ )

緑[ A- ]( B- )

黒[ B+ ]( Z+ )

茶[ B- ]( Z- )

A5 9

B5 10

黒(識別ﾃｰﾌﾟ)[BK+](LS+)

茶(識別ﾃｰﾌﾟ)[BK-](LS-)

＊＊＊は、ケーブル長さ (Ｌ）を表わす。最長は、１０ｍまで対応。

	 例）０８０＝８ｍ

3. ケーブル図

3.1　ASEP コントローラ用ケーブル

モータエンコーダ一体型ケーブル.

（CB-APSEP-MPA***)

***は、ケーブル長さ（L）を表す。最長は、10mまで対応。

例）.080.=.8m..................
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品番 品　　名 型　　番 メーカ
① リセ・ハウジング D-1100D 1-1827863-1 AMP
② リセ・コンタクト D-1 1827570-2 AMP
③ ソケット DF1E-3S-2.5C ヒロセ
④ ソケット用コンタクト DF1E-2022SCF ヒロセ
⑤ ハウジング PHDR-18VR JST
⑥ コンタクト SPHD-001T-P0.5 JST
⑦ UL2854-VVSWKA TS06V1200（25AWG×7P＋22AWG×6C） タツタ電線

3.2　ACON、ASEL コントローラ用ケーブル

RCA2モータエンコーダ一体型ケーブル.

（CB-ACS-MPA***)

***は、ケーブル長さ（L）を表す。最長は、10mまで対応。

例）.080.=.8m..................
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4. オプション

4.1　原点逆仕様

ロングストロークタイプシングルスライダ仕様(SA4L、SA5L、SA6L)は、標準では、原点位置は、リア側に

設定されています。装置のレイアウトなどにより原点方向を逆側にしたい場合、オプションで逆側にでき

ます。
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5. 開封後の確認

開封後、製本の状態や品目をご確認下さい。

5.1　構成品

 

5.2　本製品関連の取扱説明書

5.3　型式銘板の見方

番号 品　名 備　考

１ アクチュエータ本体
[4.3型式銘板の見方、4.4型式の見
方参照]

付属品

２ RCA用モータ・エンコーダ一体型ケーブル
CB-APSEP-MPA□□□:ASEP用

CB-ACS-MPA□□□:ACON、ASEL用

３ 取扱説明書

番号 名　称 管理番号

1 ASELコントローラ取扱説明書 MJ0165

2 ACON-C/CG/CFコントローラ取扱説明書 MJ0176

3 ACON-CYコントローラ取扱説明書 MJ0167

4 ACON-SEコントローラ取扱説明書 MJ0171

5 ACON-PL/POコントローラ取扱説明書 MJ0166

6 ASEP/PSEPコントローラ取扱説明書 MJ0216

7 パソコン対応ソフト RCM-101MW/RCM-101-USB取扱説明書 MJ0155

8 ティーチングボックス CON-T/TG取扱説明書 MJ0178

9 PSEP/ASEP専用タッチパネル SET-PT取扱説明書 MJ0217

10 簡易ティーチングボックス RCM-E取扱説明書 MJ0174

11 データ設定器 RCM-P取扱説明書 MJ0175

12 タッチパネル表示器 RCM-PM-01取扱説明書 MJ0182

型式

 シリアル番号

RCL-SA1L-I-2-40-A1-P
600090257
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＜シリーズ名＞

＜タイプ＞　
スリムタイプ
 シングルスライダ仕様
ＳＡ１Ｌ
ＳＡ２Ｌ
ＳＡ３Ｌ

ロングストロークタイプ
 シングルスライダ仕様
ＳＡ４Ｌ
ＳＡ５Ｌ
ＳＡ６Ｌ

ダブルスライダ仕様
ＳＭ４Ｌ
ＳＭ５Ｌ
ＳＭ６Ｌ

＜エンコーダ種類＞
Ｉ：インクリメンタル

＜モータ種類＞
 ２(２Ｗ) ：ＳＡ１Ｌ、ＳＡ４Ｌ、ＳＭ４Ｌ

＜ケーブル長＞
Ｎ：無し
Ｐ：１ｍ
Ｓ：３ｍ

＜オプション＞
ＮＭ：原点逆仕様
     （ＳＡ４Ｌ、ＳＡ５Ｌ、
      ＳＡ６Ｌ指定可能）

Ｍ：５ｍ
Ｘ□□：長さ指定

＜適応コントローラ＞

ＡＣＯＮ－Ｃ／ＣＧ
ＡＣＯＮ－ＣＹ
ＡＣＯＮ－ＳＥ
ＡＣＯＮ－ＰＬ／ＰＯ

Ａ３：ＡＳＥＰ

＜ストローク＞

ＲＣＬ－ＳＡ４Ｌ－Ｉ－２ －４０－Ｎ －Ａ１－Ｐ－ＮＭ

５(５Ｗ) ： ＳＡ２Ｌ、ＳＡ５Ｌ、ＳＭ５Ｌ
１０(１０Ｗ)： ＳＡ３Ｌ、ＳＡ６Ｌ、ＳＭ６Ｌ

Ａ１：ＡＳＥＬ

＜リード＞
Ｎ：送りネジなし

5.4　型式の見方
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ストローク

定格推力

最大可搬重量

瞬時最大推力

最大加速度

最大速度

繰返し位置決め精度

項目 単位

Ｎ

kg

Ｎ

Ｇ

mm/s

mm

mm

連続動作可能な可搬質量（水平）と加速度
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［kg]

加速度
［Ｇ］

0.1

0.3

0.5

1

1.5

2

ＳＡ２Ｌ

48

4

下の表を参照

18

2

460

±0.1

40

2

10

ＳＡ１Ｌ

420

64

8

30

ＳＡ３Ｌ

600

0.85

0.5

0.36

0.3

1

ＳＡ２Ｌ

0.42

0.25

0.18

0.15

0.5

ＳＡ１Ｌ

1.8

2

1

0.65

0.5

ＳＡ３Ｌ

デューディ70％時の可搬質量（水平）と加速度
については、「10.1　加速度の設定」を参照。

6. 仕様

6.1　スリムタイプ　シングルスライダ仕様
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ストローク

定格推力

最大可搬重量

瞬時最大推力

最大加速度

最大速度

繰返し位置決め精度

項目 単位

Ｎ

kg

ＮＮ

Ｇ

mm/s

mmmm

mm

ＳＡ４Ｌ

30 60 90 120 150 180

2.5

下の表を参照

10

2

1200

±0.1

連続動作可能な可搬質量（水平）と加速度

加速度
［Ｇ］

0.3 0.8

0.5

1

1.5

2

0.5

0.25

0.18

0.14

可搬質量[kg]

ストローク

定格推力

最大可搬重量

瞬時最大推力

最大加速度

最大速度

繰返し位置決め精度

項目 単位

Ｎ

kg

ＮＮ

Ｇ

mm/s

mmmm

mm

連続動作可能な可搬質量（水平）と加速度

加速度
［Ｇ］

0.3 1.6

0.5

1

1.5

2

1

0.5

0.35

0.25

可搬質量[kg]

ＳＡ５Ｌ

36 72 108 144 180 216

5

下の表を参照

18

2

1400

±0.1

6.2　ロングストロークタイプ

6.2.1　シングルスライダ仕様
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ストローク

定格推力

最大可搬重量

瞬時最大推力

最大加速度

最大速度

繰返し位置決め精度

項目 単位

Ｎ

kg

ＮＮ

Ｇ

mm/s

mmmm

mm

連続動作可能な可搬質量（水平）と加速度

加速度
［Ｇ］

0.3 3.2

0.5

1

1.5

2

2

1

0.65

0.5

可搬質量[kg]

ＳＡ６Ｌ

48 96 144 192 240 288

10

下の表を参照

30

2

1600

±0.1
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ストローク

定格推力

最大可搬重量

瞬時最大推力

最大加速度

最大速度

繰返し位置決め精度

項目 単位

Ｎ

kg

ＮＮ

Ｇ

mm/s

mmmm

mm

連続動作可能な可搬質量（水平）と加速度

加速度
［Ｇ］

0.3 0.8

0.5

1

1.5

2

0.5

0.25

0.18

0.14

可搬質量[kg]

ストローク

定格推力

最大可搬重量

瞬時最大推力

最大加速度

最大速度

繰返し位置決め精度

項目 単位

Ｎ

kg

ＮＮ

Ｇ

mm/s

mmmm

mm

連続動作可能な可搬質量（水平）と加速度

加速度
［Ｇ］

0.3 1.6

0.5

1

1.5

2

1

0.5

0.35

0.25

可搬質量[kg]

ＳＭ４Ｌ

30 60 90 120

2.5

下の表を参照

10

2

1200

±0.1

ＳＭ５Ｌ

36 72 108 144

5

下の表を参照

18

2

1400

±0.1

6.2.2　ダブルスライダ仕様
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ストローク

定格推力

最大可搬重量

瞬時最大推力

最大加速度

最大速度

繰返し位置決め精度

項目 単位

Ｎ

kg

ＮＮ

Ｇ

mm/s

mmmm

mm

連続動作可能な可搬質量（水平）と加速度

加速度
［Ｇ］

0.3 3.2

0.5

1

1.5

2

2

1

0.65

0.5

可搬質量[kg]

ＳＭ６Ｌ

48 96 144 192

10

下の表を参照

30

2

1600

±0.1
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7. 設置環境、保存環境

7.1　設置環境

設置にあたっては次の条件を満たす環境としてください。	

	 ・直射日光があたらないこと。

	 ・熱処理炉等、大きな熱源からの輻射熱が機械本体に加わらないこと。

	 ・周囲温度は 0～ 40℃。

	 ・湿度 85％以下、結露のないこと。

	 ・腐食性ガス、可燃性ガスのないこと。

	 ・通常の組立作業環境であり、塵埃が多くないこと※１

	 ・水滴、オイルミスト、切削液がかからないこと。

	 ・衝撃や振動が伝わらないこと。

	 ・甚だしい電磁波、紫外線、放射線がないこと。

	 ・本製品は耐薬品性の考慮はされておりません。

	 一般には作業者が保護具なしで作業できる環境です。

	 ※１　アクチュエータ内部に高性能磁石を使用しております。鉄粉などの磁性体の微粒子がある環境で	

	 は、ご使用しないでください。

7.2　保存環境

保存環境は設置環境に準じますが、長期保存では特に結露の発生がないよう配慮ください。	

特にご指定のない限り、出荷時に水分吸収剤は同梱してありません。結露が予想される環境での保存の場合、

梱包の外側から全体を、あるいは開梱して直接、結露防止処理を施してください。	

保存温度は短期間なら 60℃まで耐えますが、1カ月以上の保存の場合は 50℃までとしてください。
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8. 取付け

8.1　本体の取付け

アクチュエータを取付ける面は機械加工面かそれに準じる精度を持つ平面とし、その平面度は±0.05mm/m

以内としてください。	

ベース裏面にあるタップ穴を利用して固定します。寸法詳細については外形図を参照下さい。

8.1.1　スリムタイプ

タップ ベース着座面

ベース取付用タップ

タイプ タップ穴径 ネジ有効深さ
推奨締付けトルク

（着座面：鋼） （着座面：アルミ）

SA1L
M2

4mm

42.4N・cm

（4.32kgf・cm）

25.4N・cm

（2.59kgf・cm）
SA2L

SA3L M3
154N・cm

(15.8kgf・cm)

83N・cm

(8.47kgf・cm)

注意：ネジ有効深さに合わせたボルト長さをご使用下さい。不適切なボルトを使用した場	
	 合、タップ穴の破損や取り付け強度不足などの原因となります。

8.1.2　ロングストロークタイプ　SA4L、SA5L、SA6L	

	 SM4L、SM5L、SM6L

位置決め用長穴

ベース着座面

位置決め用リーマ穴

ベース取付用タップ

D

ベース取付用タップおよびリーマ穴

タイプ
タップ

穴径

タップ	

有効深さ

推奨締付けトルク リーマ	

穴径

リーマ	

有効深さ（着座面：鋼） （着座面：アルミ）

SA4L

SM4L
M3

5mm

154N・cm

（15.8kgf・cm）

83N・cm

（8.47kgf・cm）

φ 3H7

4mm
SA5L

SM5L

SA6L

SM6L
M4

359N・cm

(36.7kgf・cm)

176N・cm

(18kgf・cm)
φ 4H7

注意：ネジ有効深さに合わせたボルト長さをご使用下さい。不適切なボルトを使用した場	
	 合、タップ穴の破損や取り付け強度不足などの原因となります。
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8.2　搬送物の取付け

8.2.1　スリムタイプ

スライダ上面のタップを使用して搬送物を取付けして下さい。	

寸法詳細については外形図を参照ください。

　　　　　

取付け用タップ（4ヶ所）

スライダ取付け面

搬送物取付用タップ

タイプ タップ穴径 ネジ有効深さ
推奨締付けトルク	

（着座面：鋼）

ネジ有効深さ	

（着座面：アルミ）

SA1L
M2

3mm
42.4N・cm

（4.32kgf・cm）

25.4N・cm

（2.59kgf・cm）
SA2L 4mm

SA3L M3 5mm
154N・cm

(15.8kgf・cm)

83N・cm

(8.47kgf・cm)

注意：ネジ有効深さに合わせたボルト長さをご使用下さい。不適切なボルトを使用した場	
	 合、タップ穴の破損や取り付け強度不足、本体カバーへの接触による動作不良など	
	 の原因となります。

8.2.2　ロングストロークタイプ　SA4L、SA5L、SA6L	

	 SM4L、SM5L、SM6L

スライダ上面のタップおよびリーマ穴を使用して搬送物を取付けてください。	

寸法詳細については外観図を参照ください。

　　　　　　

取付用タップ（4箇所）

スライダ取付面

位置決め用リーマ穴（２箇所）

搬送物取付用タップおよびリーマ穴

タイプ
タップ

穴径

タップ	

有効深さ

推奨締付けトルク リーマ穴

径

リーマ	

有効深さ（着座面：鋼） （着座面：アルミ）

SA4L

SM4L
M2

3mm
42.4N・cm

（4.32kgf・cm）

25.4N・cm

（2.59kgf・cm）

φ 2H7
2mm

SA5L

SM5L
4mm 2.5mm

SA6L

SM6L
M3 5mm

154N・cm

（15.8kgf・cm）

83N・cm

（8.47kgf・cm）
φ 3H7 3.5mm

注意：ネジ有効深さに合わせたボルト長さをご使用下さい。不適切なボルトを使用した場	
	 合、タップ穴の破損や取り付け強度不足、本体カバーへの接触による動作不良など	
	 の原因となります。
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9. コントローラとの接続

RCL

CB-APSEP-MPA
10m

080=8m

RCL-

ASEP

r=68mm
r=34mm

RCL

	 （注）	マイクロスライダには、簡易アブソリュートタイプは使用できません。ご注意ください。
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専用接続ケーブル

・サーボモータ用ケーブル：CB-ACS-MPA＊＊＊

※）＊＊＊は、ケーブル長を表します。最長は10mで対応。

例) 080=8m

RCL-×× 

ASEP

専用コントローラ 

r=84mm以上（可動使用）
r=42mm以上（固定使用）

 専用接続ケーブル 
（RCLと専用コントローラを接続）

ACON
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アクチュエータ、コントローラを使用してアプリケーション・システムを作り上げる場合、各ケーブ

ルの引き回しや接続が正しく行われないと、ケーブルの断線や接触不良などの思わぬトラブル発生に

つながります。以下にケーブル処理方法に関する禁止事項を説明します。

・ ケーブルを切断して延長したり、短縮、あるいは再接合しないでください。

・ ケーブルが固定できない場合は、自重でたわむ範囲か、自立型ケーブルホースなどの大半径の配

線とし、ケーブルの負荷が少なくなるようにしてください。

・ 一ヶ所に屈曲が集中しないようにしてください。

・ ケーブルには、折り目、よじれ、ねじれをつけないようにしてください。

・ 強い力で引っ張らないようにしてください。

・ ケーブルの一ヶ所に回転が加わらないようにしてください。

・ケーブルは、固定し、アクチュエータの根元部分が可動、屈曲することがないようにしてください。

カールコードの使用
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・ 挟み込み、打ちきず、切りきずを付けないようにしてください。

・ ケーブルの固定は適度とし、締め付けすぎないようにしてください。

・ ケーブルベア使用時、次の点にご注意ください。

ケーブルベアやフレキシブルチューブ内でカラミやヨジレが無いように、また、ケーブルに自由度が有り結束しないように
しましょう。（曲げた時に突っ張らない事）

ケーブルベア内に占める収納ケーブル類の
容積は60％以下にしましょう。

信号線は強電回路と混在させないように
しましょう
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10. 運転調整

アクチュエータのご使用の際には、以下の設定を行ってください。

10.1　加速度の設定

10.1.1　スリムタイプ

. 加速度は、可搬質量とデューティにより決定されます。.

グラフは、可搬質量とデューティに対する加速度の上限値を示したものです。.

デューディが 70％を超え 100％までの場合は、連続動作可能（100％ )の値、70％以下の場合は、70％

の値により加速度を設定してください。

. 可搬質量（水平）と加速度. [kg]

機種 SA1L SA2L SA3L

加速度.

［Ｇ ]

連続動作.

可能

デューティ

70％制限時

連続動作.

可能

デューティ

70％制限時

連続動作.

可能

デューティ

70％制限時

0.1
0.5

0.5
1

1
2

20.3

0.5 0.42 0.85 1.8

1 0.25 0.32 0.5 0.6 1 1.2

1.5 0.18 0.24 0.36 0.45 0.65 0.8

2 0.15 0.2 0.3 0.36 0.5 0.6

　　　　　　　　　　　　　　　　デューティ＝　　　　　　　　　　　　×100
運転時間.

　運転時間　＋　停止時間
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10.1.2　ロングストロークタイプ.

. グラフは、連続動作可能な可搬質量と加速度の上限値を示したものです。

SA4L,SM4L

SA6L,SM6L

SA5L,SM5L

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0

1.0

2.0

3.0

4.0

0

0.5

1.0

1.5

2.0

機種 SA4L,SM4L SA5L,SM5L SA6L,SM6L

加速度［Ｇ ] 連続動作可能 連続動作可能 連続動作可能

0.3 0.8 1.6 3.2

0.5 0.5 1 2

1 0.25 0.5 1

1.5 0.18 0.35 0.65

2 0.14 0.25 0.5
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10.2　タクトタイムの目安

グラフは、最大速度の場合の各速度に対するタクトタイムを示したものです。.

移動時間の目安としてください。
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SA4L、SA5L、SA6Lのタクトタイムは、積載負荷に合わせてゲイン調整（サーボパラメータ）を実施した参

考値です。

［11.9　ロングストロークタイプのゲイン調整（サーボパラメータ）参照］
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11. 運転上のご注意

11.1　アクチュエータの設置姿勢

11.1.1　スリムタイプ（SA1L、SA2L、SA3L)

アクチュエータ本体は水平姿勢でご使用ください。

（注意）横立て姿勢、垂直姿勢では、ご使用にならないでください。

. 振動や異音、動作不良が発生する可能性があります。

11.1.2　ロングストロークタイプ（SA4L、SA5L、SA6L、SM4L、SM5L、SM6L)

アクチュエータ本体は水平姿勢、横立て姿勢、天吊り姿勢でご使用ください。

ただし、横立ての場合は、図に示しますようにスライダを上側にしてください。

（注意）垂直姿勢では、ご使用にならないでください。

. 振動や異音、動作不良が発生する可能性があります。
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11.2　アクチュエータに加わる負荷

. ・仕様値に示された負荷を超えない範囲でご使用ください。

11.2.1　スリムタイプ

. 許容負荷モーメント. 単位：N・m(kgf/m)

タイプ Ma Mb Mc

A.

Ma・Mcモーメント.

オフセット基準位置

張り出し負荷長L

Ma方向 Mb・Mc方向

SA1L 0.13(0.013) 0.12(0.012) 0.21(0.021) 9.6mm 50mm以下 50mm以下

SA2L 0.2(0.02) 0.17(0.017) 0.25(0.026) 11.3mm 60mm以下 60mm以下

SA3L 1.22(0.124) 1.08(0.110) 0.34(0.035) 12.3mm 120mm以下 80mm以下
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11.2.2　ロングストロークタイプ　SA4L、SA5L、SA6L.

. SM4L、SM5L、SM6L

. 許容負荷モーメント.

タイプ
Ma.

[N・m]

Mb.

[N・m]

Mc.

[N・m]

張り出し負荷長 L

A
Ma方向 Mb・Mc方向

SA4L.

SM4L
0.2 0.17 0.25 60mm以下 80mm以下 13mm

SA5L.

SM5L
0.49 0.41 0.72 80mm以下 100mm以下 16mm

SA6L.

SM6L
0.87 0.75 1.22 80mm以下 120mm以下 20.7mm

Mb

MaMa
L

L

A
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11.3　温度上昇

高負荷での移動を長時間連続して行う場合、本体の一部が高温（80℃以上）になります。危険ですから手

を触れないよう注意して下さい。また可燃性の物質や高温に弱い物は近づけないようにして下さい。.

ベースから十分な放熱が行われるように、取付部分には金属等の熱伝導の良い材料を使用して下さい。

11.4　電源投入時、ソフトウェアリセット時の注意事項

電源投入時、あるいはソフトウェアリセット時にモータの磁極検出処理を行います。この磁極検出中にス

ライダが動いた場合、動作異常となる恐れがあります。.

電源投入直後、ソフトウェアリセット直後の短時間（約3秒）は、スライダが静止状態を保つようにして

下さい。

11.5　原点位置

RCLアクチュエータは起動後に原点復帰動作が必要です。.

スリムタイプ (SA1L、SA2L、SA3L)の原点は本体中央側に 1箇所です。（変更はできません。）.

ロングストロークタイプ（SA4L、SA5L、SA6L、SM4L、SM5L、SM6L)の原点は標準仕様では、リア側です。.

ロングストロークタイプシングルスライダ仕様(SA4L、SA5L、SA6L)は、原点逆仕様の指定も可能です。.

原点付近に干渉物がないよう装置を構成して下さい。

11.6　ステンレスシートについて

ステンレスシート上に接着剤、塗料などの粘性を持った物質が付着すると、スライダの動作不良やシート

破損につながりますので避けてください。.

ステンレスシートに局部的な力を加えたりすると変形して不具合を生じる場合がありますので注意をして

下さい。設置時や搬送時にステンレスシート部分をつかんだり、押えたりしないで下さい。シート破損の

原因となります。

11.7　動作音について

動作中にアクチュエータ内部から「カタカタ」という音が発生する場合があります。

この音は内部を移動するマグネットが磁気吸引力の影響により動く為に起きるもので、異常音ではありま

せん。
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11.8　ロングストロークタイプの磁気吸引力について

ロングストロークタイプ（SA4L、SA5L、SA6L、SM5L、SM6L、SM7L）のアクチュエータ内部には強い磁力を持っ

た高性能希土類永久磁石（ネオジム磁石）を使用しております。.

その為、アクチュエータ本体表面にも大きな磁気吸引力が働きます。磁性体の粉塵、鉄粉などがある雰囲

気での使用は避けるようにして下さい。また、磁気が問題となる用途には本アクチュエータを使用しない

で下さい。

アクチュエータ各部の漏れ磁束密度（参考値）

ポイント
磁束密度.

[mT]

① スライダ上面 10

② サイドカバー上面 50～ 60

③ 本体側面（上） 50～ 60

④ 本体側面（下） 1～ 3

⑤ エンドカバー面 60～ 100

⑤

③

④
①

②
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11.9　ロングストロークタイプのゲイン調整（サーボパラメータ）

コントローラの初期設定パラメータは、負荷が小さい場合に最適化した設定となっております。ロングス

トロークタイプ（SA4L、SA5L、SA6L、SM5L、SM6L、SM7L）については、負荷が大きい場合、パラメータのゲ

イン設定の変更が必要となることがあります。.

下表を参考に積載負荷重量に合わせてパラメータ設定をして下さい。

負荷レベル（積載負荷重量）によるサーボパラメータ（推奨値)

タイプ

積載負荷 パラメータ

レベル kg
速度ループ.

比例ゲイン

速度ループ.

積分ゲイン

SA4L.

SM4L

小 0～ 0.25 453 2516

大 0.26～ 0.8 824 4578

SA5L.

SM5L

小 0～ 0.5 860 4779

大 0.6～ 1.6 1571 8728

SA6L.

SM6L

小 0～ 1.0 1511 8397

大 1.1～ 3.2 2761 15337

パラメータの設定・変更方法に関してはコントローラ取扱説明書をご参考下さい。
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12. 保守点検

12.1　点検項目と点検時期

次に示された期間で保守点検を行って下さい。.

稼働状況は 1日 8時間の場合です。.

昼夜連続運転等、稼働率の高い場合は状況に応じ点検期間を短縮して下さい。

外部目視検査 内部検査

始業点検 ○

稼動後1ヶ月 ○ ○

稼動後半年 ○ ○

以後 1年毎 ○ ○

12.2　外部目視検査

外部目視検査では次の項目を確認して下さい。

本体 本体取り付けボルト等の緩み

ケーブル類 傷の有無、コネクタ部の接続確認

ステンレスシート 傷の有無、異物付着の有無

総合 異音、振動

12.3　内部調査

ステンレスシートをめくり目視点検をして下さい。その他のサイドカバー、エンコーダカバー等をお客様

で取り外すのはおやめ下さい。内部には精密な電子部品、強力な磁石等があるため、誤って損傷、異物混

入により故障させてしまう危険性があります。異常が見られた場合には、弊社へのアクチュエータを返却し、

保守点検・修理を実施して下さい。

. ステンレスシートをめくり、目視点検を行います。.

・電源をオフにしてから、ステンレスシートの片側の止めねじを外します。.

・シートをめくり内部を確認します。.

・確認が終わりましたら止めネジを締めてシートを元に戻します。

点検箇所 点検内容

本体 本体取付けボルト等の緩み

ガイド部 潤滑の状態、汚れ

12.4　ガイドへのグリース補給

駆動部のガイドには長期メンテナンスフリー（潤滑油の長期間供給）に対応した製品を使用しております。

ご使用の条件によって寿命、劣化の程度は異なりますが、内部検査に合わせてグリース補給を実施して下

さい。

ガイドの初期封入グリース

協同油脂（株） リチウム石けん基グリース　マルテンプPS　No.2

注意：フッ素系のグリースは使用しないで下さい。リチウム系グリースと混ざった場合、グリース性能を損なう.
. ばかりでなく、場合によってはアクチュエータに損傷を与える場合があります。
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12.5　ステンレスシート交換

12.5.1　スリムタイプ

①　精密＋ドライバNo.0を使って、＋ネジを取り外し、

　　古いステンレスシートを取り外します。

　　普通紙（厚み0.1mm程度）を用意し、ステンレス

　　シートと同様の幅（SA1L:8mm、SA2L/3L:11mm）

　　でスライダカバーより長めに切ります。

　　（写真参照）

②　①で用意した紙を写真のようにスライダカバーの

　　下を通します。

③　新しいステンレスシートを紙に沿ってすべり込ま

　　せます。

④　紙を取り除き、精密＋ドライバNo.0を使って、

　　＋ネジを締め付け、ステンレスシートを取り付け

　　ます。
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12.5.2　ロングストロークタイプ　SA4L、SA5L、SA6L	

	 SM4L、SM5L、SM6L

①　古いステンレスシートを取り外します。

　　普通紙（厚み0.1mm程度）を用意し、ステンレス

　　シートと同様の幅（SA4:8mm、SA5,6:11mm）でス

    ライダカバーより長めに切ります。

　　（写真参照）

②　①で用意した紙を写真のようにスライダカバーの

　　下を通します。

③　新しいステンレスシートを紙に沿ってすべり込ま

　　せます。

④　紙を取り除き、ステンレスシートを固定します。
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お買い上げいただきましたアクチュエータは、弊社の厳正な出荷試験を経てお届けしております。

保証関係は次の通りです。

（1） 保証期間

 以下のいずれか先に達した期間といたします。

・ 弊社出荷後 18ヶ月

・ ご指定場所に納入後 12ヶ月

・ 稼働 2500時間

（2） 保証範囲

保証範囲は有償で納入させていただいた弊社製品の範囲とし、上記保証期間中に、適正な使用状況の

もとに発生した故障で、かつ明らかに弊社の責による場合は、代替品の提供または故障品の修理対応

を無償で実施いたします。

ただし、故障の原因が次に該当する場合は、保証範囲から除外いたします。

 ① カタログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件・環境での取り扱いならびにご使用

  の場合

 ② 弊社商品以外の原因による場合

 ③ 弊社または弊社代理店以外による改造または修理による場合

 ④ 弊社出荷当時の科学・技術水準では予見できなかった場合

 ⑤ 天災、災害、事故など弊社側の責ではない原因による場合

 ⑥ 塗装の自然退色など経時変化による場合

 ⑦ 消耗部品（ステンレスシート等）の使用損耗による場合

 ⑧ 設備上、影響のない発生音などの感覚的現象の場合

尚、ここでの保証は弊社納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害は

保証の対象から除かせていただきます。

また、修理は引き取り修理対応といたします。

（3） 責任の制限

弊社商品に起因して生じた特別損害、間接障害、または消極損害に関しましては、弊社はいかなる場

合も責任を負いません。

（4） サービスの範囲

納入品の価格には、プログラム作成及び技術者派遣等により発生する費用を含んでおりません。

従いまして、次の場合は、期間内であっても別途費用を申し受けさせていただきます。

・ 取付け調整指導及び試験運転立ち会い。

・ 保守点検。

・ 操作、配線方法等の技術指導及び技術教育。

・ プログラム作成等、プログラムに関する技術指導及び技術教育。

・ その他、弊社が別途有料と定めるサービス及び作業。
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13. 保証
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改定日 改定内容

2009.4 第2版　ロングストロークタイプ　RCL-SA4L、SA5L、SA6L、SM4L、SM5L、SM6L追加

14. 変更履歴
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